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ＧＩＳを用いた横穴墓分布の分析　　
―多摩川流域を中心として―
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横穴墓とは丘陵・台地斜面を掘削して作られた埋葬施設である。
地域的特質を反映した形態を有し、その分布は地域で大きく偏る。横穴墓の造営が古墳より優勢となる地域もあり、古代の墓制解明にあたって横穴墓研究は重要性を持つ。　
今回対象とした南関東では多くの先行研究が蓄積 いる。昭和
三十年代には、赤星直忠が神奈川県の資料 基に構造形態の編年を発表した。昭和四十一年には、阿部黎子が横穴墓被葬者を在地豪族および畿内から移入した氏族集団と結論付けている。平成 入ると、関東の横穴墓研究の成果が総括される。近年では柏木善治による、出土人骨を通した被葬者・埋葬形態の分析といっ 一連の論考が注目される。　
横穴墓研究の課題には、一点目に被葬者がある。横穴墓の副葬品
は古墳に比べ乏しい一方、特殊な構造や首長クラスの副葬品を有する横穴墓も存在する。二点目は地域色で、各地に多様な独自性がみられ ほか、複数の形態が同時期に併存 て展開する地域もある。三点目は集落との関係であり、両者の地理的関係性および横穴墓被葬者と集落内階層の関係性は不明確である。四点目は分布であり、
横穴墓の分布は地域により大きな差異があるにもかかわらず、研究課題の中であまり注目されていない。各地方の横穴墓の総括が果たされた現在、分布という視点から横穴墓を見る必要性がある。　
本発表の分析対象地域には、関東でも特に横穴墓が高密度に分布
する多摩川流域を設定した。分析 としては横穴墓の「立地」や「地形」について着目し、分析を通して当時の横穴墓造営における土地の選定基準を明らかにすることを試みた。分析方法にはＧＩＳ（地理情報システム）を用いた。ＧＩＳとは地図作成を行うコンピュータシステムで、空間情報を有 データの管理お び視覚化を行うことができる。これを遺跡・遺物の空間 析に活用することで、多量の情報の迅速かつ正確な計算 統計が可能 なる。　
分析では、まず地質による分析を行った。 の結果、横穴墓の
分布域は大きく三つの地域に区分できた。一つ目は武蔵野台地（多摩川左岸 ）で、特に下流部に高密度な分布が確認できる。表層質はほとんどがローム質から成っている。二つ目は多摩丘陵東部（多摩川下流右岸域）で、比較的軟らかい砂岩や泥岩から成る上総層群が基盤となっており、津田山や生田緑地の上総層群に くの横穴墓が分布する。三つ目は多摩丘陵西部（多摩川中流右岸域）で、河谷が丘陵地の奥まで入り込んでいるが、横穴墓は少ない 連光寺互層・御殿峠礫層・ローム層が不整合に重なって分布し、小礫から人頭大の礫まで層中に混合している。　
次に、国土地理院の「明治前期の低湿地データ」を使用して周辺
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環境の復元を行った。かつての多摩川は大きく蛇行した流路を形成し、氾濫原である川岸は砂礫地・荒地・葦の群生地となっている。氾濫原周辺には広大な水田が広がり、狭小な河谷も谷戸田と て用いられている。河谷は古代も水田に利用されたほか、大部分が低湿地であった考えられる。一方で、台地や丘陵上は水に乏しいローム地質であるため畑として利用され、また大部分は山林であった。これらのことから、横穴墓は低湿地や水田を見下ろす斜面 に造営されたと想定される。　
また、傾斜による分析では角度と方位の二観点から分析を行っ
た。造営地の傾斜角度グラフからは 右岸で
12度～
21度を中心と
する山形分布を示す一方、左岸では
0度～
3度の傾斜に位置する横
穴墓が最も多いことが分かった。これ 近代の開発により 傾斜であった場所が削平された結果と考え る。横穴墓の開口 位のグラフからは、右岸では北東、左岸では南西方向が最多という、概ね多摩川の流路に向かっての開口が読み取 しかし、大田区中央部で東側斜面に多く横穴墓が存在する事実からは、地域的な選地条件の存在も考えられる。　
以上の分析結果から、横穴墓分布の考察を行った。まず地質分析
では、同じ多摩丘陵内でも分布に偏りが認められた。この原因には、礫が多く混じり複雑な地層を有する多摩丘陵西部 造営に適しない地質 あることが想定できる。同様 横穴墓 構造にもの反映が考えられ 。脆弱なロームから成る武蔵野台地 撥形
（半裁徳利形）の平面形を有する横穴墓が多い一方、砂岩や泥岩から成る多摩丘陵東部では、複室や造付石棺など複雑な構造を有する横穴墓が多い。また、多摩川とその周辺の沖積地を向いて開口する横穴墓が多数であることから、耕作地および集落との景観上の関係性をもつ可能性も挙げられ、集落からの視認を想定した造営も考えられる。　
横穴墓の造営に際しては、地形・地質などの自然的要因に立地や
構造の制約を受ける反面、開口方向や視認性など 人為的な選地条件の存在も予想される。ＧＩＳを用 た分析によって新たな視点からの横穴墓研究が可能となり、正確な造営基準の復元を行うことができる。
エジプト中王国時代の装身具利用　　
―出土遺物と図像資料からみた副葬品選択の一側面―
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本発表では、古代エ の中 代（前二〇〇〇年～一六五
〇年頃）に副葬品として利用された装身具を対象に、地域・社会階層による選択の違いを考察した。中王国時代は、それ以前の王権が崩壊し、混乱期を経て再統一がなされた時代である。 して 当該期には、それまで王族 みが所有でき 副葬品が利用可能になるな
